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AI の開発が活況を呈しています。AI の開発を行ってその力を活用するための Google のアプローチは、 当社を創設 
したミッション（世界の情報を整理して誰もが便利に利用できるようにする）に基づいています。そして、 できるだけ 
多くの人々の生活を改善するというコミットメントによって具現化されています。そのミッションとコミットメントを 
実現するために、 AI は今、 これまで以上に重要になっています。 

AI は、 基礎を成し、 転換をもたらすテクノロジーであると Google は考えています。AI を活用することで、 人間の活 
動のほぼすべての分野で人々を支援・補完し、 力や刺激を与えることができ、 人々と社会に大きな恩恵をもたらすこ 
とができます。そして、 日常的なものから、 より創造的で想像力に富んだものまで、 社会の喫緊の課題と機会に対す 
る取り組みに活用できる力を備えています。

Google は、 情報およびコンピュータ サイエンスに取り組む企業として、 より役に立つ優れた AI の世界を切り拓く 
ために、 革新的な研究を通じて AI の発展をリードすることを目指し、 その最先端を走り続けています。このような 
研究開発に基づいて画期的なイノベーションを現実の世界にもたらし、 Google のインフラストラクチャ、 ツール、  
製品、 サービスを活用して、 他の組織と連携しながら社会にメリットをもたらすことで、 あらゆる場所で人々を支援 
し、 社会に貢献しています。また、 科学的発見を行い、 人類最大の課題と機会に取り組むのに役立つイノベーション 
を追求しています。Google のイノベーションの多くは、 すでに人 （々場合によっては数十億人）、 コミュニティ、 企 
業、 組織、 社会を広く支援し、 恩恵をもたらしています。そして、 そのようなイノベーションはこれからも続きます。

同時に、 AI はまだ発展途上のテクノロジーであり、 さらに複雑さとリスクが増していくことも理解しています。AI を開 
発して利用する際は、 そのようなリスクに対処する必要があります。だからこそ、 Google は企業として、 責任を持って 

AI を追求することが不可欠であると考えています。Google は、 便利で役に立つアプリケーションの開発とリリース 
や、 人間の価値観に基づいた倫理原則の適用に関して業界をリードし、 標準を設定することに取り組んでいます。ま
た、 研究成果や経験を活かし、 ユーザーや多様なコミュニティから学びながらアプローチを進化させようとしていま
す。

さらに、 AI を適切に活用する、 つまり、 AI のリスクを軽減しながらイノベーションを促進し、 多くの人々や社会にメ 
リットをもたらすには、 Google のみならず、 研究者、 開発者、 ユーザー（個人および企業などの組織）、 政府、 規制 
当局、 市民がすべて関与した取り組みでなければならないと考えています。人々や社会が AI の可能性を活用できる
ようにするには、 私たち全体が社会の信頼を獲得することが重要です。Google は一企業として、 他の組織と連携し 
て AI を適切に活用する機会を推進しています。

Google が責任感を持って果敢に開発・導入に注力している、 AI を活用したイノベーションは、 強力で役に立ち、 あ
らゆる場所の人々の生活を支援・改善する力を秘めていると確信しています。これこそが AI を開発する理由です。 
Google は 2023 年以降にも画期的なエクスペリエンスをお届けする予定ですので、 どうぞご期待ください。

– James Manyika、 Jeff Dean、 Demis Hassabis、 Marian Croak、 Sundar Pichai
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1. Google が AI を開発する理由
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Google は、 AI はその中核を成す機械学習（ML）などの手法を含めて、 基礎を成し、 転換をもたらすテクノロジーで 
あると考えています。AI はツール、 製品、 サービスの革新的な新しい使用方法を可能にし、 また企業や政府などの 
組織をはじめ、 毎日何十億もの人々が利用しています。AI は、 日常業務から大胆で想像力に富んだ取り組みまで、  
ほぼすべての分野で人々を支援・補完し、 力や刺激を与える能力を備えています。AI は新しい科学的発見や機会を 
もたらし、 人類最大の課題への対応に現在から未来にわたって活用できます。

多くの人が強調しているように、 AI は、 人々や社会に恩恵をもたらす次のような力を秘めていると Google も考え
ています。

5 つの重要なテーマにおいて Google が AI についてどのように考え、 アプローチしているかを以下で説明します。 
各テーマは、 Google がイノベーションを進めて、 研究や経験を重ね、 ユーザーや幅広いコミュニティから多くのこ 
とを学ぶにつれて、 進化していきます。

情報をあらゆる場所でより多くの人が便利に利用できるようにする。多くの場合、 アクセシビリティ、 障がい、 
言語などの障壁を克服できる。

人や組織が意思決定を行い、 問題を解決し、 日常生活や仕事の生産性および創造性を高めるのを支援する。

より多くの人、 組織、 社会に役立つ新しい製品やサービスの提供につながるイノベーションを実現する。

現実社会における既存の課題や喫緊の課題（公衆衛生上の危機、 自然災害、 気候変動、 持続可能性など）に
対する取り組みを支援する。

社会的偏見や構造的な不平等（社会経済的不平等、 社会人口学的不平等、 地域的不平等など）を特定し、 
軽減する。

将来における人類最大の機会と課題に対処するために、 科学およびその他の分野でのブレークスルーを実現 
する（例: 医学的診断、 創薬、 気候予測）。

AI はその根本的な特性により、 AI が既存のインフラストラクチャ、 ツール、 ソフトウェア、 ハードウェア、 デバイス（通
常は AI とは考えられていない製品やサービスを含む）を強化し、 変革します。Google はすでに AI によって Google 

検索、 Google マップ、 Google フォト、 Google Workspace、 Android、 Google Pixel などに変革をもたらしていま
す。AI はこれらを大幅に便利にし、 ユーザーにとっての価値が増大させています。また、 多くの場合 AI にしか実現で
きない画期的な機能やパフォーマンスを備えた、 支援ツール、 製品、 サービスの新たなカテゴリが登場しています。 
その中には、 多くの言語を対象とした優れた翻訳ツール、 会話型 AI アシスタント、 創造的マルチモーダル AI、 ロボッ 
ト、 自動運転車などがあります。しかも、 これはまだ始まりにすぎません。 

Google が AI に注力する理由（およびその目的）:
Google の考え方、 重点ポイント、 原則に基づいたアプローチを 5 つの 
テーマ別に解説します
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https://ai100.stanford.edu/gathering-strength-gathering-storms-one-hundred-year-study-artificial-intelligence-ai100-2021-study
https://cacm.acm.org/magazines/2020/6/245157-ai-and-accessibility/abstract
https://www.jair.org/index.php/jair/article/view/12007
https://www.jair.org/index.php/jair/article/view/12007
https://link.springer.com/article/10.1007/s40821-020-00172-8
https://www.mckinsey.com/featured-insights/artificial-intelligence/notes-from-the-ai-frontier-applications-and-value-of-deep-learning
https://aiforgood.itu.int/about-ai-for-good/un-ai-actions/
https://arxiv.org/abs/1906.05433
https://www.amacad.org/publication/getting-ai-right-introductory-notes-ai-society
https://blog.google/technology/ai/using-ai-to-study-12-years-of-representation-in-tv/
http://www.engineeringchallenges.org/challenges.aspx
https://www.osti.gov/biblio/1604756/
https://royalsociety.org/-/media/policy/projects/ai-and-society/AI-revolution-in-science.pdf?la=en-GB&hash=5240F21B56364A00053538A0BC29FF5F
https://www.nature.com/subjects/medical-imaging/nm
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2. 目的 

Google および Alphabet の目標は、 AI が実現できる有用なイノベーションをユーザーに提供し、 人々と社会に恩
恵をもたらすことです。最先端の技術をさらに進歩させることで、 AI の機能を拡張・進化させ、 多くの人々の生活を
支援・改善できるイノベーションを実現すると同時に、 革新的なイノベーションへの投資を継続できるだけの持続
的な価値を生み出すことができます。

Google は、 この目標を追求して実現するために以下のようなアプローチをとっています。

最先端の技術をさらに進歩させることで、 AI の機能を進化させ、 人々と社会に利益をもたらします。

• 最先端の革新的な AI 基礎研究をリードし、 さまざまなタスクを支援する優れた能力の AI を構築する。この分 
野の進歩に貢献し、 Google 内外で活用されてきた成果の例には、 Transformers、 Word2Vec、 Sequence to 

Sequence Learning、 Federated Learning、 Model Distillation、 Diffusion Models、 Deep Reinforcement 

Learning、 Neural Nets with Tree Search、 Self-learning Systems、 Neural Architecture Search、  
Autoregressive Models、 Networks with External Memory、 Large Scale Distributed Deep Networks、  
Tensor Processing Units などがあります。

• 科学やエンジニアリングの発展を目指し、 AI を使用して科学などの分野で画期的な進歩を遂げる。AI と科学 
の分野において、 すべての人類に恩恵をもたらす画期的な発見として広く認められているものとしては、 次のよ 
うなものがあります。ほぼすべての既知のタンパク質のマッピング、 タンパク質の効用予測、 神経科学研究にお 
ける脳の一部のマッピング、 より高速なアルゴリズムの発見、 量子コンピューティングの進歩、 物理学（核融合 
の革新など）

便利で革新的な AI 活用インフラストラクチャ、 製品、 サービスを、 あらゆる場所のより多くの人々、 企業、 組織（規 
模を問わず）、 経済にもたらします。

• 安全で使いやすい最先端の AI インフラストラクチャを構築する（コンピューティング システム（例: 

Tensor Processing Unit、 Google Tensor、 Colab）や広く利用されているソフトウェア フレームワーク（例: 

TensorFlow、 Jax、 Android ML、 Private Compute）など）。世界中のさまざまな組織の何百万もの開発者、 学 
生、 研究者が、 この AI インフラストラクチャを（多くのオープンソース ツールで）利用できるようにする。 

• AI の進歩を Google の中核製品やサービスに適用し、 それらを利用している何十億ものユーザーの利便性と 
価値を大幅に向上させる画期的な改善、 イノベーション、 新たなエクスペリエンスを実現する。対象は、 Google  

検索、 Google フォト、 Google マップ、 Google Workspace、 ハードウェア デバイス（Google Pixel や Google 

Nest など）のユーザーおよび、 ユーザー補助アプリ（Android Voice Access、 音声文字変換）を利用している障 
がいのあるユーザー。

• 以下を対象に、 AI を活用した新しい製品、 サービス、 エクスペリエンスを開発する。

• 一般消費者（Google 翻訳、 Google レンズ、 Google アシスタント、 Project Starline、 音声文字変 
換、 Google Pixel 通話アシスト、 レコーダー、 リアルタイム テキスト提案・要約、 創造的人間支援機能 
などの支援ツールを利用して多くの創造的で生産的な取り組みをしているユーザー）。Google では、  
音声を使用するすべての製品を強化するために、 400 の言語に対応した Universal Speech Model を 
開発しました。また、 最も話されている 1000 の言語をサポートするモデルの構築に取り組んでおり、  
何十億ものユーザーのアクセシビリティを改善しています。
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https://arxiv.org/abs/1706.03762
https://arxiv.org/abs/1301.3781
https://research.google/pubs/pub43155/
https://arxiv.org/abs/1902.01046
https://arxiv.org/abs/1503.02531
https://arxiv.org/abs/2205.11487
https://www.nature.com/articles/nature14236
https://www.nature.com/articles/nature16961
https://www.science.org/doi/10.1126/science.aar6404
https://arxiv.org/abs/1611.01578
https://arxiv.org/abs/1609.03499
https://www.nature.com/articles/nature20101
https://papers.nips.cc/paper/2012/hash/6aca97005c68f1206823815f66102863-Abstract.html
https://research.google/pubs/pub46078/
https://cloud.google.com/tpu
https://blog.google/products/pixel/introducing-google-tensor/
https://www.tensorflow.org/
https://github.com/google/jax
https://developer.android.com/ml
https://security.googleblog.com/2021/09/introducing-androids-private-compute.html
https://blog.google/products/search/introducing-mum/
https://blog.google/products/photos/new-memories-features-look-back/
https://blog.google/products/maps/google-maps-101-ai-power-new-features-io-2021/
https://workspace.google.com/blog/product-announcements/introducing-new-ai-to-help-people-thrive-in-hybrid-work
https://blog.google/outreach-initiatives/accessibility/voice-access-updates/
https://blog.google/products/android/new-features-make-audio-more-accessible-your-phone/
https://blog.google/products/assistant/google-assistants-new-updates-make-it-easier-than-ever-to-get-things-done-across-devices/
https://blog.google/technology/research/project-starline/
https://ai.googleblog.com/2022/12/who-said-what-recorders-on-device.html
https://imagen.research.google/


• AI を活用して、 新たなカテゴリを生み出すビジネスや企業を作り出す。自動運転車（Waymo）や創薬（例: 

Isomorphic Labs）からロボット（例: Intrinsic）に至るまで、 さまざまな分野で AI を活用することによっての
み実現が可能。

• 開発者とパートナーによる大規模な AI エコシステムを拡大し、 さらに多くの AI アプリケーションを構築し
て、 世界中の多くのユーザー、 業界、 地域に提供する。たとえば、 Google のツールや API などの提供や、 場
合によっては、 有効な イノベーションの共同展開などを行う。

• 企業および組織（規模、 業界、 地域を問わず。例: コンタクト センター オペレータ サポート、  
AutoML、 Vertex AI、 Cloud TPU、 Glass Enterprise などのツール、 およびコーディングや設計などの
支援製品。今後もさらに追加予定）

• 各業界（製造からライフ サイエンス（例: 糖尿病性網膜症診断、 画像診断、 DeepVariant）に至るま
で、 Google から直接、 または Google のパートナーや協力企業を通じて AI から大きなメリットを得
られる業界）

Google 以外の多くの組織と連携して AI を適用することで、 現在および将来における社会の最大の課題と機会に
対する取り組みを支援します。

世界中の組織と連携し、 自然災害、 公衆衛生上の危機、 気候変動、 持続可能性など、 社会の喫緊の課題に 

AI を適用する（AI for the UN Sustainable Development Goals、 Data Commons、 山火事警報、 サンゴ礁
の保全、 洪水予報など、 世界中の 20 か国以上で展開）。

AI を適用可能な分野を拡大する。共同研究に参加し、 主要な画期的発明と関連の成果物（例: 論文、 オー 
プンソースのリリース、 データセット（AlphaFold タンパク質データセットなど）を共有することで実現す 
る。また、 科学者が最先端の ML コンピューティング ハードウェア（TPU Research Cloud など）に無料で 
アクセスできるようにするなど、 多くの学生や教育者がツールを利用（Google Scholar や Colabなどを何 
百万人もの研究者が定期的に使用）できるようにして能力向上を支援し（国立科学財団との連携など）、 ベ 
ストプラクティス（安全性など）を他の研究者と共有する。

Google の AI イノベーションを Google 自体にも適用し、 AI をリードする組織として継続的に改善しながら、 学ん
だことをお客様、 政府、 政府以外の組織などと共有します。以下のような分野に重点を置いています。

AI を活用し、 すべての製品とサービスの安全性およびサイバーセキュリティにおいて業界をリードする 

AI を適用し、 すべての機能において Google 自体の生産性と業務処理能力を高める 

AI を活用し、 気候変動と持続可能性に関する Google の果敢な目標を実現する（例: データセンターの
エネルギー効率向上）

Google はこれまで成果をあげてきただけでなく、 上記のすべての分野で進歩を続けています。中には、 何十億も 
の人々に恩恵をもたらしているものもあります。しかし、 これら以外にも多くの機会で便利で役に立つ成果をあげて
いくものと信じています。
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https://waymo.com/
https://www.isomorphiclabs.com/
https://intrinsic.ai/
https://insights.sustainability.google/
https://blog.google/technology/ai/icad-partnership-breast-cancer-screening/
https://cloud.google.com/solutions/contact-center
https://cloud.google.com/automl
https://cloud.google.com/vertex-ai
https://www.google.com/glass/start/
https://www.aaojournal.org/article/S0161-6420(17)32698-2/fulltext
https://www.nature.com/articles/nbt.4235
http://globalgoals.withgoogle.com/
https://www.datacommons.org/
https://blog.google/intl/en-au/company-news/technology/blue-carbon-project/
https://blog.google/intl/en-au/company-news/technology/blue-carbon-project/
https://blog.google/technology/ai/expanding-our-ml-based-flood-forecasting/
https://research.google/pubs/?year=2022
https://research.google/tools/datasets/
https://alphafold.ebi.ac.uk/
https://sites.research.google/trc/about/
http://scholar.google.com/
https://research.google.com/colaboratory/
https://blog.google/technology/ai/partnering-nsf-research-institute-ai-improve-elderly-care/
https://www.gstatic.com/gumdrop/sustainability/google-2022-environmental-report.pdf


3. 複雑さとリスクの把握
あらゆる革新的なテクノロジーと同様に、 AIにも複雑さとリスクが伴い、 しかも、 時間の経過とともに変化します。 
AIは初期段階の技術であるため、 その進化する機能の適用方法や利用方法を誤ると、 意図しない結果や予期せぬ
結果を招く可能性があります。Google は、 AI が進歩して広く展開され、 利用が拡大するにつれて増す複雑さとリス
クを積極的に把握するように努めながら、 ユーザーや多くのコミュニティから学び続けています。

複雑さとリスクの多くは、 Google 自身の活動や他の多くの組織の活動を通して明らかになってきています。このよ
うなリスクは、 AI が次のような状況の場合に顕在化します。

意図したとおりに機能しない（安全性、 品質、 精度などの面で）

責任を持って適切に使用されていないデータを活用している

安全に導入されていない（時期尚早、 テストが不十分など）

開発者またはユーザーによって誤用または悪用されている

悪影響を及ぼす社会的偏見や危害（差別など）を生み出したり、 増幅したりしている

サイバーセキュリティ リスクを生み出す、 または悪化させる

情報ハザード（根拠のない情報、 事実と異なる情報、 誤った情報など）を生み出す、 または悪化させる

実際にはない機能を備えている印象を与える（例: 会話型 AI が人間と同じ特性を備えているように思わ
せる）

労働市場を含め、 不平等やその他の社会経済的損害を生み出す、 または悪化させる

Google は、 AI によるこれらの問題が引き起こす可能性のある悪影響、 特に世界中の異なるコミュニティや状況に 
対する悪影響を認識しています。そのため、 信頼を高め、 安全で包括的なユーザー エクスペリエンスを確保し、 AI が
人と社会に十分な恩恵をもたらすよう、 上記のリスクを軽減する取り組みに投資することが重要です。
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https://www.nationalacademies.org/our-work/responsible-computing-research-ethics-and-governance-of-computing-research-and-its-applications
https://www.amacad.org/daedalus/ai-society
https://cset.georgetown.edu/publication/ai-accidents-an-emerging-threat/
https://www.amacad.org/publication/signs-taken-wonders-ai-art-matter-race
https://fra.europa.eu/en/publication/2020/artificial-intelligence-and-fundamental-rights
https://partnershiponai.org/program/ai-media-integrity/
https://arxiv.org/abs/2108.07258
https://www.amacad.org/publication/turing-trap-promise-peril-human-artificial-intelligence
https://www.amacad.org/publication/automation-ai-work


4. 責任ある AI へのアプローチ 

AI のリスクと複雑さを考えると、 Google は企業として責任を持って AI を追求していかなければならないと考えて
います。AI のリーダーとして、 最先端だというだけでなく、 責任ある AI テクノロジーの革新と実装においてもリー 
ドしなければなりません。2018 年に Google は、 ビジネス上の課題よりも、 AI の有益な使用、 ユーザー、 安全性、  
危害の回避を優先するという、 AI の原則を他社に先駆けて明確にしました。またパイオニアとして、 モデルやデー 
タカードの利用など、 今では他の企業に広く利用されている多くのベスト プラクティスを提供してきました。この AI 

の原則は机上だけのものではなく、 実践しています。実践することは、 Google のアプローチを継続的に調査して見
直すこととともに、 非常に重要です。

Google の責任ある AI へのアプローチには以下のようなものがあります。

ユーザーや社会に恩恵をもたらす、 役立つ AI に焦点を当てる。人々と社会を支援して恩恵をもたらす AI の
研究開発、 適用、 利用を優先し、 研究開発を通じて、 資源や環境の持続可能性を確保する。 

Google の AI 原則（有益に使用し害を与えない）、 プロセス、 ガバナンスを明確に適用して、 研究の優先順
位設定から製品化および利用に至るまで、 AI に関する活動を管理する。新たなことを学んだり、 特定の問題
が発生したりするたびに、 これらの原則やプロセスを継続的に見直し、 更新する。AI 原則の改善状況を定期
的に更新する。

科学的手法を AI の研究開発に適用する。そのために、 厳格な研究、 ピアレビュー、 レディネス レビューを 
実施し、 アクセシビリティの提供および Google のイノベーションの具現化と利用に対する責任あるアプ 
ローチを採用する。責任ある AI のさまざまな要素についてベンチマークを設定し、 パフォーマンスと進捗を
測定する。革新的なツール（安全性確保用など）を構築して、 AI テクノロジーの進歩に対応する。敵対的テ 
ストおよび関連する形式テストを継続的に実施する。これらのプロセスを通じて、 LaMDA、 PaLM、 Waymo  

などの新しいシステムへのアクセスと展開に対して、 独自の慎重なアプローチを取る。

多くの分野の専門家と協力して進める。たとえば、 社会科学者、 倫理学者、 社会技術に関する専門知識を 
持つチーム（研究、 製品、 エンジニアリングに焦点を当てた責任ある AI チームや、 製品、 ビジネス、 ポリシー 
に焦点を当てた責任あるイノベーション チームなど）と協力する。社会的に重要な分野で研究者、 開発者、 
ユーザーと協力する（例: CS 研究メンターシップ プログラムや研究助成金の活用、 共同研究）。

フィードバックに耳を傾け、 学び、 改善する。開発者、 ユーザー、 専門家、 政府、 影響を 受けるコミュニティ 
（AI Test Kitchen、 Crowdsource など）からのフィードバックを参考にし、 AI モデルを人間に評価してもら
う。
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Google が AI に注力する理由（およびその目的） 

https://www.blog.google/technology/ai/ai-principles/
https://blog.google/technology/ai/an-update-on-our-work-in-responsible-innovation/
https://ai.google/principles/
https://ai.google/static/documents/ai-responsibility-update-published-february-2025.pdf
https://www.tensorflow.org/responsible_ai
https://blog.google/technology/ai/lamda/
https://ai.googleblog.com/2022/04/pathways-language-model-palm-scaling-to.html
https://research.google/outreach/csrmp/
https://blog.google/technology/ai/join-us-in-the-ai-test-kitchen/
https://crowdsource.google.com/about/
https://www.deepmind.com/blog/building-safer-dialogue-agents
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Google は、 責任ある AI の多くの分野で変化を推進するリーダーですが、 同時に、 ユーザー、 他の研究者、 影響を 
受けるコミュニティ、 および私たち自身の経験から学び続けています。その結果を踏まえ、 上記の考慮事項を我  々
のすべての活動に組み込み、 問題が発生した際に対処できるように、 アプローチを常に改善しています。Google 

は、 人と社会に恩恵をもたらすイノベーションを停滞させることなく、 推進できるような有意義な方法で活動するこ 
とを目指しています。

定期的なレビューを実施する。ユースケースを含め、 AI の研究とアプリケーション開発を対象にレビューを 
実施する（例:Advanced Technology Review Council）。学習に関する透明性を確保する（例: PAIR ガイド 
ブック）。他の組織（政府など）と連携し、 課題やリスクに取り組む際に、 Google の経験を活用してもらう。

現在および今後新たに発生する懸念事項やリスクを常に把握する（例: 安全性、 バイアス、 有害性、 客観性）。 
また、  課題やリスクが発生した際に対応できるように、 準備、 研究、 革新を行う。学んだことやイノベーションの 
成果を共有する（例: Monk Scale や合成音声検出ツールのオープンソース化）。展開されたシステムをモニター 
する方法を開発し、 運用中および利用中のサービスで動的に発生するリスクを迅速に軽減できるようにする。

責任感あるガバナンス、 説明責任、 規制の制定を主導・支援し、 それらがイノベーションを促進して、 リスク 
を軽減しながら AI のメリットを最大限活用できるものにする（例: AI に関するパートナーシップへの参加、 人 
工知能に関するグローバル パートナーシップ（Global Partnership on Artificial Intelligence）のサポート、  
AI を管理する主要な取り組み（EU AI 法、 NIST AI リスク管理フレームワーク、 OECD AI 原則など）への貢献 
など）。

ユーザーと社会が、 AI には何かできて、 何ができないのか、 どうすればその力を活用できるのかを理解で 
きるようにする。つまり、 日常生活（教育など）でどのように役立つか、 どんなリスクがあるか、 それらのリス 
クを軽減するにはどうすればよいかを理解できるようにする。 

Google が AI に注力する理由（およびその目的） 

https://ai.google/static/documents/ai-principles-2021-progress-update.pdf
https://pair.withgoogle.com/guidebook/
https://ai.googleblog.com/2022/01/lamda-towards-safe-grounded-and-high.html
https://arxiv.org/abs/1901.04562
https://perspectiveapi.com/
https://skintone.google/
https://ai.google/responsibilities/public-policy-perspectives/
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5. 責任ある AI に全体でアプローチすることが必要な理由
Google は、 AI を適切に活用するには、 全体的な取り組みが必要だと考えています。Google がすべての解を持ってい
るわけではありませんが、 これまでの経験から、 AI に関係するすべての人 （々研究者、 開発者、 導入者、 学者、 市民社
会、 政府、 ユーザー（個人、 企業、 その他の組織を含む）が、 次のような分野で協力することが必要だと考えています。

ai.google で詳しく見る。

AI 開発と AI システムの展開に対する責任あるアプローチ

プライバシーを保護しながら、 人々と社会に恩恵をもたらすデータ活用とプライバシーの保護（例: 交通や公
衆安全に関するデータの共有）

セキュリティ リスクを軽減する堅牢な AI インフラストラクチャとサイバーセキュリティ 

AI の安全で有益な利用とイノベーションを促進し、 AI の誤った適用や利用、 有害な使用を防止する規制

コミュニティを超えた連携による標準やベスト プラクティスの策定

政府や市民社会のリーダーと共有し、 共に学ぶ環境

社会的関心のある分野で信頼を得るための実践的な説明責任の仕組み 

AI の安全性、 倫理、 社会技術研究への投資

世界の多様性をすべて受け入れ、 その課題と機会に適切に対処できる AI 実践者コミュニティの規模と多様
性の拡大

責任を持って果敢に追求すれば、 AI は、 あらゆる場所の人々の生活を変革する基盤技術になり得ると信じています。
それこそが Google が活動している理由です。

Google が AI に注力する理由（およびその目的） 


